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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、Bug Search Toolとご使用のプ
ラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

シスコエクスプレスフォワーディングの前提条件
シスコエクスプレスフォワーディングには、シスコエクスプレスフォワーディングおよび IP
ルーティングがデバイスでイネーブルになっているソフトウェアイメージが必要です。

シスコエクスプレスフォワーディングの制約事項
シスコエクスプレスフォワーディングには、次の制約事項があります。

• Cisco 12000シリーズインターネットルータは、分散型シスコエクスプレスフォワーディン
グモードだけで動作します。

•シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにしてから、logキーワードを使用する
アクセスリストを作成した場合、アクセスリストと一致するパケットは、シスコエクスプ

レスフォワーディングで交換されたものではありません。これらはプロセス交換されたも

のです。ロギングにより、シスコエクスプレスフォワーディングがディセーブルになりま

す。

シスコエクスプレスフォワーディングに関する情報
ご使用のネットワークアーキテクチャで、シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型

シスコエクスプレスフォワーディングのスイッチングとフォワーディングをディセーブルまたは

イネーブルにし、ロードバランシングスキームを変更し、シスコエクスプレスフォワーディン

グテーブルを更新し、シスコエクスプレスフォワーディングのネットワークアカウンティング

を設定するか、またはシスコエクスプレスフォワーディングイベント表示をカスタマイズする

必要がある場合は、これらのタスクについて「関連資料」にあるリンクを参照してください。そ

うでない場合は、ネットワーク上でのシスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコ

エクスプレスフォワーディング動作の設定に関して、それ以上の作業は必要ありません。
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シスコエクスプレスフォワーディングは、IEEE 802.1Qカプセル化がサブインターフェイス
レベルでイネーブルになっているインターフェイス上でサポートされます。 VLANサブイン
ターフェイスで IEEE802.1Qカプセル化を使用しているインターフェイスでのCEF動作をディ
セーブルにする必要はなくなりました。

（注）

CEF および dCEF をサポートするシスコプラットフォーム
シスコエクスプレスフォワーディングは、Cisco IOSソフトウェア Release 12.0以降を実行してい
るほとんどのシスコプラットフォームで、デフォルトでイネーブルになっています。シスコエ

クスプレスフォワーディングがルータ上でイネーブルの場合、ルートプロセッサ（RP）はエク
スプレスフォワーディングを実行します。

ご使用のプラットフォーム上でシスコエクスプレスフォワーディングがデフォルトでイネーブル

になっているかどうか確認するには、show ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプ
レスフォワーディングがイネーブルの場合は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet6/1
[...]

ご使用のプラットフォーム上でシスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルでない場合、

show ip cefコマンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、Catalyst 6500シリーズスイッチ、Cisco 7500シ
リーズルータ、および Cisco 12000シリーズインターネットルータで、デフォルトでイネーブル
になっています。プラットフォーム上で分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネー

ブルになっている場合、ラインカードはエクスプレスフォワーディングを実行します。

プラットフォーム上でシスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルになっていない場合

は、ip cefコマンドを使用してシスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにするか、ま
たは ip cef distributedコマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネー
ブルにします。

シスコエクスプレスフォワーディングの利点

•パフォーマンスの向上：シスコエクスプレスフォワーディングは、高速スイッチングルー
トキャッシングに比べてCPUに負担がかかりません。その結果、より多くのCPU処理能力
を Quality of Service（QoS）や暗号化などのレイヤ 3サービスに向けることができます。

•スケーラビリティ：分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードがアクティブな場
合、シスコエクスプレスフォワーディングでは、各ラインカードのスイッチングキャパシ

ティをフルに活用できます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、ルータに設
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置されているインターフェイスカード数および帯域幅に従って、リニアに拡張する分散型ス

イッチングメカニズムです。

•復元力：シスコエクスプレスフォワーディングは、大規模な動的ネットワーク上で比類な
いレベルのスイッチング一貫性と安定性を提供します。動的ネットワークでは、ルーティン

グ変更によって、高速にスイッチングされるキャッシュエントリが頻繁に無効化されます。

このような変更が行われると、トラフィックはルートキャッシュを使用した高速交換ではな

く、ルーティングテーブルを使用したプロセス交換で処理されるようになります。転送情

報ベース（FIB）ルックアップテーブルには、ルーティングテーブル内に存在する既知のす
べてのルートが含まれているため、ルートキャッシュメンテナンスの必要性がなくなり、

高速スイッチまたはプロセススイッチフォワーディングに関連する手順が不要になります。

シスコエクスプレスフォワーディングは、一般的なデマンドキャッシングスキームより効

率的にトラフィックを切り替えることができます。

CEF 動作の主要コンポーネント
従来ルートキャッシュに格納されていた情報は、シスコエクスプレスフォワーディングスイッ

チングのいくつかのデータ構造に格納されます。これらのデータ構造では、ルックアップが最適

化され、パケット転送を効率的に行えるようになっています。シスコエクスプレスフォワーディ

ング動作の 2つの主要コンポーネントは、転送情報ベース（FIB）と隣接関係テーブルです。

FIBは、概念的にはルーティングテーブルや情報ベースに似ています。ルータはこのルックアッ
プテーブルを使用して、シスコエクスプレスフォワーディング動作中に宛先ベースのスイッチ

ング判断を行います。 FIBは、ネットワーク内で変更が発生すると更新され、その時点で既知の
すべてのルートが含まれます。 FIBの詳細については、「Cisco Express Forwarding Overview」モ
ジュールを参照してください。

隣接関係テーブルには、すべての FIBエントリに関するレイヤ 2ネクストホップアドレスが保存
されます。隣接関係テーブルの詳細については、「Cisco Express Forwarding Overview」モジュー
ルを参照してください。

到達可能性情報（シスコエクスプレスフォワーディングテーブル内）および転送情報（隣接テー

ブル内）のこの分離によって、2つの主なメリットが得られます。

•隣接関係テーブルは、シスコエクスプレスフォワーディングテーブルとは別に作成できま
す。そのため、両方のテーブルを、パケットのプロセス交換なしで作成できます。

•パケットの転送に使用されるMACヘッダー書き換えは、キャッシュエントリに格納されま
せん。したがって、MACヘッダー書き換え文字列の変更では、キャッシュエントリを無効
化する必要がありません。
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集中型と分散型の CEF 動作モード

集中型シスコエクスプレスフォワーディングモードの動作

シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングにラインカードが対応していない場合、分

散型シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングと互換性のない機能を使用する必要が

ある場合、または分散型プラットフォームではないプラットフォーム上で動作する場合は、集中

型シスコエクスプレスフォワーディングモードを使用できます。集中型シスコエクスプレス

フォワーディングモードがイネーブルの場合、シスコエクスプレスフォワーディング FIBおよ
び隣接関係テーブルは RP上に存在し、RPはエクスプレスフォワーディングを実行します。

次の図は、集中型シスコエクスプレスフォワーディングモードの動作の間のルーティングテー

ブル、FIB、および隣接関係テーブル間の関係を示します。Catalystスイッチは、ワークグループ
LANから、集中型シスコエクスプレスフォワーディングが動作するバックボーン上のCisco 7500
シリーズルータにトラフィックを転送します。 RPは、エクスプレスフォワーディングを実行し
ます。

分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードの動作

さらにスケーラビリティを向上させるために、シスコエクスプレスフォワーディングは、処理タ

スクを 2つ以上のラインカードにわたって分散させることにより、特定のプラットフォーム上で
分散型シスコエクスプレスフォワーディングの形式で動作します。分散型シスコエクスプレス

フォワーディングモードがイネーブルの場合、ラインカードは FIBと隣接関係テーブルの同一の
コピーを保持します。ラインカードはポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを行

い、RPをスイッチング動作から解放し、システムパフォーマンスも向上させます。

分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、プロセス間通信（IPC）メカニズムを使用して、
RPおよびラインカード上の FIBテーブルと隣接関係テーブルとの同期を保証します。

次の図は、分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードがアクティブな場合のRPとライ
ンカード間の関係を示します。

Cisco 12000シリーズインターネットルータでは、上の図に示すように、ラインカードがスイッ
チングを行います。その他のルータでは、同じルータ内で各種タイプのカードが混在できる場

合、すべてのカードが分散型シスコエクスプレスフォワーディングをサポートするとは限りませ

ん。これらのその他のルータの 1つで、分散型シスコエクスプレスフォワーディングをサポー
トしないラインカードがパケットを受信した場合、そのラインカードは 1つ上位のスイッチング
レイヤ（RP）にパケットを転送します。この構造により、レガシーインターフェイスプロセッ
サが、新しいインターフェイスプロセッサとルータ内に共存できます。

Cisco 12000シリーズインターネットルータは、分散型シスコエクスプレスフォワーディン
グモードだけで動作します。

（注）
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シスコエクスプレスフォワーディングの基本の設定方法
設定タスクはありません。シスコエクスプレスフォワーディングは、デフォルトでイネーブル

になっています。

シスコエクスプレスフォワーディングの基本の確認方法
ここでは、シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディ

ングの基本的な動作を確認する手順を示します。

以降のタスクを実行する前に、ルータでどのモードのシスコエクスプレスフォワーディングが動

作しているか知る必要があります。シスコエクスプレスフォワーディングは、Cisco7100、7200、
および 7500シリーズルータではデフォルトでイネーブルになっています。分散型シスコエクス
プレスフォワーディングは、Catalyst 6500スイッチと Cisco 12000シリーズインターネットルー
タでデフォルトでイネーブルです。ルータ上でシスコエクスプレスフォワーディングまたは分

散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルになっているか判断するには、show ip
interfaceコマンドを入力して「IP CEF switching enabled」または「IP Distributed CEF switching
enabled」のエントリを探します。シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルでない場合
は、コマンド出力内に「IP CEF switching is disabled」というエントリが表示されます。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングの基

本動作を確認するには、次の手順とタスクを実行してください。

ルータの設定方法の決定

ルータがシスコエクスプレスフォワーディングと分散型シスコエクスプレスフォワーディング

のどちらに設定されているか確認するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip interface [type number] [brief]
3. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

IP用に設定されたインターフェイスが使用可能かどうかのステー
タスを表示します。

show ip interface [type number]
[brief]

例：

Router# show ip interface

ステップ 2   

• type引数で、インターフェイスタイプを指定します。

• number引数は、インターフェイス番号です。

• briefキーワードは、使用可能性ステータス情報の概要を表示
します。

「IP CEF switching enabled」または「IP Distributed CEF switching
enabled」というエントリを探します。

ユーザ EXECモードに戻ります。exit

例：

Router# exit

ステップ 3   

次の作業

シスコエクスプレスフォワーディング動作の確認

ここに示す順序で次のタスクを実行し、ルータでのシスコエクスプレスフォワーディング動作を

確認するか、またはルータでのシスコエクスプレスフォワーディング動作の情報を調べます。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作用に実行するタスクについては、分散型シスコ

エクスプレスフォワーディング動作の確認, （15ページ）を参照してください。

シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングがイネーブルであることの確

認

ルータ上の入力（着信）インターフェイスでシスコエクスプレスフォワーディングスイッチン

グがイネーブルであることを確認するには、次の手順に従います。
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手順の概要

1. enable
2. show ip cef
3. show cef interface type number detail
4. show ip interface type number
5. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip cef
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングがグローバルにイネーブルになって

いることを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
%CEF not running

シスコエクスプレスフォワーディングが動作していない場合は、ip cefコマンドを使用してシスコエク
スプレスフォワーディングをイネーブルにするか、または ip cef distributedコマンドを使用して分散型シ
スコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブル

の場合、show ip cefコマンドでは、すべての FIBエントリの概要が表示されます。

ステップ 3 show cef interface type number detail
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングが特定の入力インターフェイスに対

してイネーブルであることを確認できます。「IP CEF switching enabled」というエントリを探します。次
に例を示します。

例：

Router# show cef interface fastethernet 1/0/0 detail
FastEthernet1/0/0 is up (if_number 9)
Corresponding hwidb fast_if_number 9
Corresponding hwidb firstsw->if_number 9
Internet address is 10.2.61.8/24
ICMP redirects are always sent
Per packet load-sharing is disabled
IP unicast RPF check is disabled
Inbound access list is not set
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Outbound access list is not set
IP policy routing is disabled
Hardware idb is FastEthernet1/0/0
Fast switching type 1, interface type 5
IP CEF switching enabled
IP Feature Fast switching turbo vector
IP Feature CEF switching turbo vector
Input fast flags 0x0, Output fast flags 0x0
ifindex 7(7)
Slot 1 Slot unit 0 VC -1
Transmit limit accumulator 0x48001A82 (0x48001A82)
IP MTU 1500

ステップ 4 show ip interface type number
このコマンドを使用すると、インターフェイス上でイネーブルになっている Cisco IOSスイッチング方式
を表示できます。次に例を示します。

例：

router# show ip interface fastethernet 1/0/0

FastEthernet1/0/0 is up, line protocol is up

IP fast switching is enabled
IP fast switching on the same interface is enabled
IP Flow switching is disabled
IP CEF switching is enabled
IP Distributed switching is enabled
IP Fast switching turbo vector
IP Normal CEF switching turbo vector
IP multicast fast switching is enabled
IP multicast distributed fast switching is disabled
IP route-cache flags are Fast, Distributed, No CEF

この出力で、「IP CEF switching is enabled」エントリは、シスコエクスプレスフォワーディングがデフォ
ルトでイネーブルであることを示しています。「NoCEF」の IPルートキャッシュフラグは、管理者がこ
のインターフェイスで no ip route-cache cefコマンドを入力したため、シスコエクスプレスフォワーディ
ングがディセーブルであることを示します。

このインターフェイスでシスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにするには、ip route-cache
cefコマンドを入力します。これを実行すると、「CEF」フラグによって、シスコエクスプレスフォワー
ディングが実行中であることが示されます。

ステップ 5 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

RP 上のフォワーディングテーブル内でのプレフィックスの検索
フォワーディングテーブル内でプレフィックスを検索するには、次の手順に従います。
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手順の概要

1. enable
2. show ip cef
3. show ip cef vrf vrf-name
4. 必要な回数だけステップ 2を繰り返し、プレフィックスを検索します。
5. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip cef
FIBのエントリを表示し、プレフィックスが FIBに表示されていることを確認するためにこのコマンドを
使用します。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet6/1
[...]

ステップ 3 show ip cef vrf vrf-name
このコマンドを使用すると、バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/フォワーディ
ング（VRF）テーブルインスタンスに関連付けられたフォワーディングテーブル内でプレフィックスを
検索できます。たとえば、このコマンドでは vpn1という名前のVRFに対して、左のカラムにプレフィッ
クスが表示されます。

例：

Router# show ip cef vrf vpn1
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
10.1.0.0/8 10.0.0.1 Ethernet1/3
10.2.0.0/8 10.0.0.2 POS6/0
10.0.0.0/8 attached Ethernet1/3
10.0.0.0/32 receive
10.0.0.1/32 10.0.0.1 Ethernet1/3
10.0.0.2/32 receive
10.255.255.255/32 receive
10.3.0.0/8 10.0.0.2 POS6/0
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10.50.0.0/24 receive
255.255.255.255/32 receive

ステップ 4 必要な回数だけステップ 2を繰り返し、プレフィックスを検索します。
シスコエクスプレスフォワーディングが VPN内で行われている場合は、複数の VRFを調べる必要があ
ります。

ステップ 5 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

シスコエクスプレスフォワーディング出力情報の検索

RP上のプレフィックスに関連付けられたシスコエクスプレスフォワーディング出力情報を検索
するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. enable
2. show ip cef
3. show ip cef prefix
4. show ip cef prefix detail
5. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip cef
このコマンドを使用すると、FIBにプレフィックスが示されていることを確認できます。次に例を示しま
す。
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例：

router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
192.168.0.0/30 attached Serial2/0/0:1
192.168.0.0/32 receive
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

ステップ 3 show ip cef prefix
このコマンドを使用すると、集中型シスコエクスプレスフォワーディングに対する FIB内のプレフィッ
クスエントリを表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef 10.2.61.8 255.255.255.0
10.0.0.0/8, version 72, per-destination sharing
0 packets, 0 bytes
via 192.168.100.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.100.1, FastEthernet1/0/0 via 192.168.100.1/32
valid adjacency

via 192.168.101.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.101.1, FastEthernet6/1 via 192.168.101.1/32
valid adjacency

0 packets, 0 bytes switched through the prefix

ステップ 4 show ip cef prefix detail
このコマンドを使用すると、送信先プレフィックスに関連付けられた各アクティブパスの詳細を表示でき

ます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef 10.0.0.0 detail
10.0.0.0/8, version 72, per-destination sharing
0 packets, 0 bytes
via 192.168.100.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.100.1, FastEthernet1/0/0 via 192.168.100.1/32
valid adjacency

via 192.168.101.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.101.1, FastEthernet6/1 via 192.168.101.1/32
valid adjacency

0 packets, 0 bytes switched through the prefix

ステップ 5 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>
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隣接関係またはネクストホップ情報の確認

RP上の隣接関係またはネクストホップ情報を確認するには、次の手順を実行します。

次の隣接関係の場合は、隣接関係テーブルに隣接関係が追加されます。

•手動で間接的に設定された

• ARPから動的に検出された

• Border Gateway Protocol（BGP）や Open Shortest Path First（OSPF）などのルーティングプロ
トコルが、ネイバー関係を形成するときに作成された

隣接関係の詳細については、「Cisco Express Forwarding Overview」モジュールを参照してくださ
い。

手順の概要

1. enable
2. show ip cef
3. show adjacency detail
4. show adjacency summary
5. show adjacency type number
6. show ip cef exact-route source-address destination-address
7. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip cef
出力インターフェイスを検出するためにこのコマンドを使用します。次に例を示します。

例：

router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
192.168.0.0/30 attached Serial2/0/0:1
192.168.0.0/32 receive
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0
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この例で、プレフィックス 10.2.61.8/24の出力インターフェイスはFastEthernet 1/0/0、およびネクストホッ
プアドレスは 192.168.100.1です。

ステップ 3 show adjacency detail
このコマンドを使用すると、レイヤ 2情報を含む隣接関係情報を表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency detail
Protocol Interface Address
IP Ethernet1/0/0 10.2.61.8(7)

0 packets, 0 bytes
00107BC30D5C
00500B32D8200800
ARP 02:01:49

カプセル化ストリング 00107BC30D5C00500B32D8200800が、Ethernet IIカプセル化方式によりイーサネッ
トリンク上でルータの外部で交換されるトラフィックで使用される隣接関係情報です

ステップ 4 show adjacency summary
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディング隣接関係テーブルの概要情報を表示

できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency summary
Adjacency Table has 1 adjacency
Interface Adjacency Count
Ethernet1/0/0 1

ステップ 5 show adjacency type number
このコマンドを使用すると、特定のインターフェイスの隣接関係情報を表示できます。次に例を示しま

す。

例：

Router# show adjacency fastethernet 2/3
Protocol Interface Address
IP FastEthernet2/3 172.20.52.1(3045)
IP FastEthernet2/3 172.20.52.22(11)

ステップ 6 show ip cef exact-route source-address destination-address
このコマンドを使用すると、送信元 IPアドレスと送信先 IPアドレスのペアに対する正確なルートを表示
して、ネクストホップアドレスを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef exact-route 10.1.1.1 10.2.61.8
10.1.1.1 -> 10.2.61.8 :FastEthernet1/0/0 (next hop 192.168.100.1)

この例では、送信元アドレス 10.1.1.1から送信先アドレス 10.2.61.8への正確なルートは、インターフェイ
ス Ethernet1/0/0からネクストホップアドレス 192.168.100.1を通過します。

ステップ 7 exit
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このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作の確認

ルータで分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作を確認するには、ここに示す順序で次

のタスクを実行します。

ラインカードでのシスコエクスプレスフォワーディングのコマンド構文

ルータラインカードでタスクを実行するには、execute-on[slot slot-number | all] commandの構文を
使用する必要があります。 execute-onコマンドは、Cisco 12000シリーズインターネットルータ
および Cisco 7500シリーズルータにだけ適用されます。 allキーワードは、Cisco 12000シリーズ
インターネットルータだけに対して使用できます。

たとえば、次のコマンドを使用すると、最初のスロット内のラインカード上の FIBエントリを表
示できます。

Router# execute-on 0
show ip cef

Catalyst 6500シリーズスイッチでタスクを実行するには、remote command module mod command
の構文を使用する必要があります。次に例を示します。

Router# remote command module 2 show ip cef

このドキュメント内のタスクは、Cisco 7500シリーズおよびCisco 12000シリーズインターネット
ルータに適用されます。

dCEF スイッチングがイネーブルであることの確認
ラインカードの入力インターフェイスで分散型シスコエクスプレスフォワーディングスイッチ

ングがイネーブルであることを確認するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. enable
2. show ip cef
3. execute-on slot slot-number show ip cef prefix
4. exit
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手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip cef
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングがグローバルにイネーブルになって

いることを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
%CEF not running

シスコエクスプレスフォワーディングが動作していない場合は、ip cefコマンドを使用して（集中型）シ
スコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにするか、または ip cef distributedコマンドを使用して
分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブル

の場合、show ip cefコマンドでは、すべての FIBエントリの概要が表示されます。

ステップ 3 execute-on slot slot-number show ip cef prefix
このコマンドを使用すると、ラインカード上のインターフェイスに関する情報を確認できます。次に例を

示します。

例：

Router# execute-on slot 0
show ip cef 192.68.0.0 255.255.255.0
show ip cef 192.68.0.0 255.255.255.0 from slot 0:
192.68.0.0/24, version 19, epoch 0, attached, connected
0 packets, 0 bytes
via Ethernet5/0/0, 0 dependencies
valid glean adjacency

ステップ 4 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>
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ラインカード上のフォワーディングテーブル内でのプレフィックスの検索

ラインカード上のフォワーディングテーブル内でプレフィックスを検索するには、次の手順に従

います。

手順の概要

1. enable
2. execute-on slot slot-number show ip cef
3. execute-on all show ip cef vrf vrf-name
4. 必要な回数だけステップ 2を繰り返し、プレフィックスを検索します。
5. show ip cef
6. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 execute-on slot slot-number show ip cef
ラインカード上の FIBのエントリを表示し、プレフィックスが FIBに表示されていることを確認するため
にこのコマンドを使用します。次に例を示します。

例：

Router# execute-on slot 0 show ip cef
show ip cef from slot 0:
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/0 192.168.0.1 Ethernet5/0/0
0.0.0.0/32 receive
192.168.0.0/24 attached Ethernet5/0/0
192.168.0.0/32 receive
192.168.0.1/32 192.168.0.1 Ethernet5/0/0
192.168.0.141/32 receive
192.168.0.255/32 receive
239.224.0.0/4 drop
239.224.0.0/24 receive
255.255.255.255/32 receive

ステップ 3 execute-on all show ip cef vrf vrf-name
このコマンドを使用すると、バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/フォワーディ
ング（VRF）インスタンスに関連付けられているフォワーディングテーブル内でプレフィックスを検索で
きます。たとえば、このコマンドでは vpn1という名前のVRFに対して、左のカラムにプレフィックスが
表示されます。
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例：

Router# execute-on all show ip cef vrf vpn1
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
10.1.0.0/8 10.0.0.1 Ethernet1/3
10.2.0.0/8 10.0.0.2 POS6/0
10.0.0.0/8 attached Ethernet1/3
10.0.0.0/32 receive
10.0.0.1/32 10.0.0.1 Ethernet1/3
10.0.0.2/32 receive
10.255.255.255/32 receive
10.3.0.0/8 10.0.0.2 POS6/0
10.50.0.0/24 receive
255.255.255.255/32 receive

ステップ 4 必要な回数だけステップ 2を繰り返し、プレフィックスを検索します。
分散型シスコエクスプレスフォワーディングが VPN内にある場合は、複数の VRFを調べる必要があり
ます。

ステップ 5 show ip cef
RP上の FIB内のエントリを表示し、ラインカードの FIBが、ルータで保持されている FIBと同期してい
ることを確認するためにこのコマンドを使用します。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet6/1
[...]

この出力内のプレフィックス、ネクストホップ、およびインターフェイスと、ステップ1の出力とを比較
し、ラインカード上の FIBとルータで保持されている FIBが同期していることを確認します。

ステップ 6 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

分散型シスコエクスプレスフォワーディング出力情報の検索

ラインカード上のプレフィックスに関連付けられた分散型シスコエクスプレスフォワーディング

出力情報を検索するには、次の手順に従います。
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手順の概要

1. enable
2. execute-on slot slot-number show ip cef
3. execute-on slot slot-number show ip cef prefix
4. execute-on slot slot-number show ip cef prefix detail
5. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 execute-on slot slot-number show ip cef
このコマンドを使用すると、FIBにプレフィックスが示されていることを確認できます。次に例を示しま
す。

例：

Router# execute-on slot 0
show ip cef
show ip cef from slot 0:
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/0 192.168.0.1 Ethernet5/0/0
0.0.0.0/32 receive
192.168.0.0/24 attached Ethernet5/0/0
192.168.0.0/32 receive
192.168.0.1/32 192.168.0.1 Ethernet5/0/0
192.168.0.141/32 receive
192.168.0.255/32 receive
239.224.0.0/4 drop
239.224.0.0/24 receive
255.255.255.255/32 receive

ステップ 3 execute-on slot slot-number show ip cef prefix
このコマンドを使用すると、ラインカード上の FIB内のプレフィックスエントリを表示できます。次に
例を示します。

例：

Router# execute
-on slot 3 show ip cef 192.68.0.0 255.255.255.0
show ip cef 192.168.0.0 255.255.255.0 from slot 0:
192.168.0.0/24, version 19, epoch 0, attached, connected
0 packets, 0 bytes
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via Ethernet5/0/0, 0 dependencies
valid glean adjacency

ステップ 4 execute-on slot slot-number show ip cef prefix detail
このコマンドを使用すると、ラインカード上の送信先プレフィックスに関連付けられた各アクティブパス

の詳細を表示できます。次に例を示します。

例：

Router# execute-on slot 0 show ip cef 10.24.48.32 detail
show ip cef 192.168.0.0 255.255.255.0 from slot 0:
192.168.0.0/24, version 19, epoch 0, attached, connected
0 packets, 0 bytes
via Ethernet5/0/0, 0 dependencies
valid glean adjacency

ステップ 5 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

ラインカード上の隣接関係またはネクストホップ情報の確認

ラインカード上の隣接関係またはネクストホップ情報を確認するには、次の手順に従います。

シスコエクスプレスフォワーディングでは、次の隣接関係の場合に、隣接関係テーブルに隣接関

係が追加されます。

•手動で間接的に設定された

• ARPから動的に検出された

• BGPやOSPFなどのルーティングプロトコルが、ネイバー関係を形成するときに作成された

隣接関係の詳細については、「Cisco Express Forwarding Overview」モジュールを参照してくださ
い。
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手順の概要

1. enable
2. show ip cef
3. show adjacency detail
4. show adjacency summary
5. show adjacency type number
6. show ip cef exact-route source-address destination-address
7. execute-on all show ip cef destination
8. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip cef
出力インターフェイスを決定するためにこのコマンドを使用します。次に例を示します。

例：

router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
192.168.0.0/30 attached Serial2/0/0:1
192.168.0.0/32 receive
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

この例で、プレフィックス 10.2.61.8/24の出力インターフェイスはFastEthernet 1/0/0、およびネクストホッ
プアドレスは 192.168.100.1です。

ステップ 3 show adjacency detail
このコマンドを使用すると、レイヤ 2情報を含む隣接関係情報を表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency detail
Protocol Interface Address
IP Ethernet1/0/0 10.2.61.8(7)

0 packets, 0 bytes
00107BC30D5C
00500B32D8200800
ARP 02:01:49
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カプセル化ストリング 00107BC30D5C00500B32D8200800が、Ethernet IIカプセル化方式によりイーサネッ
トリンク上でルータの外部で交換されるトラフィックで使用される隣接関係情報です（最初の 12文字
は、送信先ネクストホップインターフェイスのMACアドレスです。次の 12文字は、パケットの発信元
インターフェイスのMACアドレスを表しています。最後の 4文字「0x0800」は、IPの Ethernet IIカプセ
ル化値を表しています）。

ステップ 4 show adjacency summary
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディング隣接関係テーブルの概要情報を表示

できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency summary
Adjacency Table has 1 adjacency
Interface Adjacency Count
Ethernet1/0/0 1

ステップ 5 show adjacency type number
このコマンドを使用すると、特定のインターフェイスの隣接関係情報を表示できます。次に例を示しま

す。

例：

Router# show adjacency fastethernet 2/3
Protocol Interface Address
IP FastEthernet2/3 172.20.52.1(3045)
IP FastEthernet2/3 172.20.52.22(11)

ステップ 6 show ip cef exact-route source-address destination-address
このコマンドを使用すると、送信元 IPアドレスと送信先 IPアドレスのペアに対する正確なルートを表示
して、ネクストホップアドレスを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef exact-route 10.1.1.1 10.2.61.8
10.1.1.1 -> 10.2.61.8 :FastEthernet1/0/0 (next hop 192.168.100.1)

この例では、送信元アドレス 10.1.1.1から送信先アドレス 10.2.61.8への正確なルートは、インターフェイ
ス Ethernet1/0/0からネクストホップアドレス 192.168.100.1を通過します。

ステップ 7 execute-on all show ip cef destination
このコマンドを使用すると、すべてのラインカードの出力インターフェイスとネクストホップを表示でき

ます。次に例を示します。

例：

Router# execute-on all show ip cef 10.20.84.32
========= Line Card (Slot 1) =======
10.16.0.0/13, version 408935, cached adjacency 0.0.0.0
0 packets, 0 bytes
Flow: AS 6172, mask 13
via 172.16.213.1, 0 dependencies, recursive
next hop 172.16.213.1, POS1/0.500 via 172.16.213.0/30
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valid cached adjacency
========= Line Card (Slot 2) =======
10.16.0.0/13, version 13719, cached adjacency 0.0.0.0
0 packets, 0 bytes
Flow: AS 6172, mask 13
via 172.16.213.1, 0 dependencies, recursive
next hop 172.16.213.1, POS1/0.500 via 172.16.213.0/30
valid cached adjacency

ステップ 8 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

シスコエクスプレスフォワーディングコマンド出力の解釈

シスコエクスプレスフォワーディングコマンド出力の情報を解釈するには、次のタスクを実行

します。

CEF 情報が予想どおりであることの確認
シスコエクスプレスフォワーディング情報が、予想どおりに表示されることを確認するには、次

のタスクを行います。

手順の概要

1. enable
2. show ip route
3. show ip cef
4. ステップ 2と 3のコマンド出力を比較します。
5. （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）execute-on slot slot-number show ip

cef
6. （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）ステップ 3と 5のコマンド出力を
比較します。

7. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。
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例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip route
このコマンドを使用すると、IPルーティングテーブルに含まれる転送情報を確認できます。次に例を示
します。

例：

Router# show ip route
...

10.1.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 10.1.2.3 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:03, POS2/0/0

10.0.0.0/8 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks
C 10.5.5.5/32 is directly connected, POS2/0/0
C 10.5.5.0/24 is directly connected, POS2/0/0

10.7.0.0/24 is subnetted, 1 subnets
O 10.7.8.0 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

10.0.0.0/24 is subnetted, 2 subnets
O 10.23.64.0 [110/12] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0
O 10.23.66.0 [110/12] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

10.47.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 10.47.0.10 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0
O 172.16.57.0/24 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

10.150.0.0/24 is subnetted, 1 subnets
C 10.150.3.0 is directly connected, Fddi0/0/0
O 192.168.92.0/24 [110/2] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

この例では、cは直接接続されたルートを表し、oは OSPFによって検出されたルートを表しています。

ステップ 3 show ip cef
このコマンドを使用すると、FIB内のエントリを表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/0 10.5.5.5 POS2/0/0 (default route)
0.0.0.0/32 receive
10.1.2.3/32 10.5.5.5 POS2/0/0 (two paths)

10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.5.5.0/24 attached POS2/0/0
10.5.5.0/32 receive
10.5.5.5/32 attached POS2/0/0 (glean adjacency)
10.5.5.6/32 receive (our interface)
10.5.5.255/32 receive (broadcast)
10.7.8.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.23.64.0/24 10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.23.66.0/24 10.150.3.9 Fddi0/0/0 (normal route)
10.47.0.10/32 10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.150.3.0/24 attached Fddi0/0/0
10.150.3.0/32 receive
10.150.3.1/32 receive
10.150.3.255/32 receive
192.168.92.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 Fddi0/0/0
172.16.57.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 Fddi0/0/0
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239.224.0.0/4 receive (multicast)
255.255.255.255/32 receive (all 1s broadcast)

ステップ 4 ステップ 2と 3のコマンド出力を比較します。
シスコエクスプレスフォワーディングは、フォワーディングを最適化する方法で構造化された IPルー
ティングテーブル内に含まれる情報を保持しています。 FIBエントリとルーティングテーブルエントリ
の間に 1対 1の相関関係があることを確認します。たとえば、ステップ 2とステップ 3の出力例にある次
の行は、1対 1の相関関係を示しています。送信先プレフィックス 192.92.92.0/24、ネクストホップ IPア
ドレス 10.5.5.5、およびネクストホップインターフェイス POS2/0/0は同じです。

•ステップ 2の show ip routeコマンドの出力から：

例：

192.168.92.0/24 [110/2] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

•ステップ 3の show ip cefコマンドの出力から：

例：

192.168.92.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

1対 1の相関関係がない場合、IPルーティングテーブルをクリアし、中央の FIBテーブルを再作成して、
ルーティングテーブルの再構築を可能にします。これにより、最新のルーティング情報の情報が中央の

FIBテーブルに再び入力されます。

ステップ 5 （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）execute-on slot slot-number show ip cef
このコマンドを使用すると、すべてのラインカードのFIBエントリを表示できます。次に例を示します。

例：

Router# execute-on slot 2 show ip cef
show ip cef from slot 2:
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/0 10.5.5.5 POS2/0/0
0.0.0.0/32 receive
10.1.2.3/32 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 Fddi0/0/0
105.5.5.0/24 attached POS2/0/0
10.5.5.0/32 receive
10.5.5.5/32 attached POS2/0/0
10.5.5.6/32 receive
10.5.5.255/32 receive
10.7.8.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.7.54.0/24 attached Fddi0/1/0
10,7.54.0/32 receive
10.7.54.3/32 receive
10.7.54.255/32 receive
10.23.64.0/24 10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.23.66.0/24 10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.47.0.10/32 10.150.3.9 Fddi0/0/0
10.150.3.0/24 attached Fddi0/0/0
10.150.3.0/32 receive
10.150.3.1/32 receive
10.150.3.255/32 receive
192.168.92.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0
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10.150.3.9 Fddi0/0/0
172.16.57.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 Fddi0/0/0
239.224.0.0/4 receive
255.255.255.255/32 receive

ステップ 6 （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）ステップ3と5のコマンド出力を比較します。
ステップ 3の show ip cefコマンドの出力は、ステップ 5の execute-on slot 2 show ip cefコマンドの出力と
同一になっている必要があります。出力が同一でない場合は、RPとラインカードの FIBエントリの同期
について、『Configuring Cisco Express Forwarding Consistency Checkers for Route Processors and Line Cards』
モジュールを参照してください。

ステップ 7 exit
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

CEF 出力の MPLS 情報の解釈
シスコエクスプレスフォワーディングコマンド出力のマルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）情報を解釈するには、次の手順に従ってください。

シスコエクスプレスフォワーディングは、主にラベルスイッチドパス（LSP）開始時と終了時、
つまりラベルインポジション時（IPパケットからMPLSパケット）とラベルディスポジション
時（MPLSパケットから IPパケット）に LSPと対話します。シスコエクスプレスフォワーディ
ングコマンドの出力には、これらのプロセスが示されている必要があります。

MPLSのシスコの実装は、シスコエクスプレスフォワーディングの利点を活用します。ルータを
MPLSエッジルータとして使用する場合、シスコエクスプレスフォワーディングは、着信パケッ
トのルートを識別し、パケットに適用するラベルを調べます。

ただし、ルータをラベルスイッチルータ（LSR）として使用する場合は、MPLSラベル転送情報
ベース（LFIB）からのテーブルがMPLSパケットの交換に使用されます。これらのテーブルは、
FIBテーブルがシスコエクスプレスフォワーディング内で分散されているのと同じ方法で、Versatile
Interface Processor（VIP）またはラインカードに分散されます。

カスタマーサイトの VRFには、所属する VPNからそのサイトへの、使用可能なすべてのルート
が格納されます。VPNルーティング情報は、各VRF上の IPルーティングテーブル、およびシス
コエクスプレスフォワーディングテーブル内に格納されます。各テーブルセットはVRFごとに
維持されます。これにより、情報が VPN外部に転送されたり、VPN外部のパケットが VPN内の
ルータに転送されることがなくなります。パケットは VRF IPルーティングテーブルおよび VRF
CEFテーブルに格納されたルーティング情報に基づいて、宛先に転送されます。シスコエクスプ
レスフォワーディングコマンドの出力はVRFシスコエクスプレスフォワーディングテーブルか
らの詳細情報を示します。
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手順の概要

1. enable
2. show ip cef vrf vrf-name detail
3. exit

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 show ip cef vrf vrf-name detail
このコマンドを使用すると、VRFに関連付けられたシスコエクスプレスフォワーディングのフォワーディ
ングテーブルから、詳細情報を表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef vrf vpn1 detail

IP CEF with switching (Table Version 10), flags=0x0
8 routes, 0 reresolve, 0 unresolved (0 old, 0 new)
46 leaves, 51 nodes, 54640 bytes, 361 inserts, 315 invalidations
0 load sharing elements, 0 bytes, 0 references
universal per-destination load sharing algorithm, id F968AD29
5 CEF resets, 38 revisions of existing leaves
refcounts: 1400 leaf, 1392 node

Adjacency Table has 2 adjacencies
0.0.0.0/32, version 0, receive
192.168.6.0/24, version 9, cached adjacency to Serial0/1.1
0 packets, 0 bytes

シスコエクスプレスフォワーディング出力の次のセクションには、最初の隣接関係に対するMPLS情報
があります。「tag rewrite」は、シスコエクスプレスフォワーディング隣接関係と同等です。タグによっ
てインポーズされたフィールドを確認します。最初のタグ {20}は、ネクストホップ 10.1.1.13に到達する
ために使用するタグです。 2番目のタグ {30}は、リモートプロバイダーエッジ（PE）ルータによって
ローカル PEルータにアドバタイズされたタグです。

例：

tag information set
local tag: VPN-route-head
fast tag rewrite with Se0/1.1, point2point, tags imposed: {20 30}

via 10.10.10.6, 0 dependencies, recursive
next hop 10.1.1.13, Serial0/1.1 via 10.10.10.6
valid cached adjacency
tag rewrite with Se0/1.1, point2point, tags imposed: {20 30}
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次の出力セクションには、2番目の隣接関係に関する情報があります。 2番目の隣接関係については、
「tag rewrite with , ,」エントリに示されているようにタグの書き換えは発生せず、MPLSタグは、「tags
imposed : {}」エントリに示されるパケットに付加されません。また、ルータは、「valid discard adjacency」
エントリに示されているこのパケットを破棄します。

例：

192.168.4.0/24, version 6, attached, connected
0 packets, 0 bytes
tag information set
local tag: 28

via Loopback102, 0 dependencies
valid discard adjacency
tag rewrite with , , tags imposed: {}

192.168.4.0/32, version 4, receive
192.168.4.1/32, version 3, receive
192.168.4.255/32, version 5, receive
192.168.0.0/24, version 2, receive
255.255.255.255/32, version 1, receive

ステップ 3 exit
このコマンドを使用して、ユーザ EXECモードに戻ります。次に例を示します。

例：

Router# exit
Router>

ベーシック CEF の設定例
シスコエクスプレスフォワーディングの設定例はありません。シスコエクスプレスフォワー

ディングは、デフォルトでイネーブルになっています。

関連情報
シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作

をディセーブルにする場合は、『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding or distributed Cisco
Express Forwarding to Customize Switching/Forwarding for Dynamic Networks』を参照してください。
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』IPスイッチングコマンド：完全なコマンド構
文、コマンドモード、コマンド履歴、デフォル

ト、使用に関する注意事項、および例

『Cisco Express Forwarding Overview』シスコエクスプレスフォワーディング機能の

概要

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or distributed Cisco Express Forwarding to Customize
Switching/Forwarding for Dynamic Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

をイネーブルまたはディセーブルにするための

タスク

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドバランシングスキームを設定するためのタ

スク

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

シスコエクスプレスフォワーディングの整合

性チェッカを設定するためのタスク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングを設定および確認す

るためのタスク

『Customizing the Display of Recorded Cisco
Express Forwarding Events』

記録されたシスコエクスプレスフォワーディ

ングイベントの表示をカスタマイズするための

タスク

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/
ps1828/products_tech_note09186a00801e1e46.shtml
『How to Verify Cisco Express Forwarding
Switching』

シスコエクスプレスフォワーディングスイッ

チングの確認手順
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マニュアルタイトル関連項目

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/
technologies_tech_note09186a0080094303.shtml
『Troubleshooting Incomplete Adjacencies with
CEF』

不完全な隣接関係に対するトラブルシューティ

ングのヒント

『Troubleshooting Prefix Inconsistencies with Cisco
Express Forwarding』

Cisco 7500および 12000シリーズルータで使用
可能なシスコエクスプレスフォワーディング

の整合性チェッカの説明と使用方法

『Troubleshooting Cisco Express Forwarding
Routing Loops』

シスコエクスプレスフォワーディングのルー

ティングループと準最適ルーティングのトラブ

ルシューティングについての情報

『TroubleshootingCisco Express Forwarding-Related
Error Messages』

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

スイッチングが動作するプラットフォーム

（Cisco 7500シリーズルータおよびCisco 12000
シリーズインターネットルータ）上での、一

般的なシスコエクスプレスフォワーディング

関連エラーメッセージの原因と、そのトラブル

シューティング方法

『Troubleshooting Load Balancing Over Parallel
Links Using Cisco Express Forwarding』

シスコエクスプレスフォワーディング使用時

の、複数のパラレルリンク間のレイヤ3ロード
バランシングの Cisco IOSソフトウェア実装に
関する説明とトラブルシューティング情報

『When Is CEF Required for Quality of Service』シスコエクスプレスフォワーディングが必要

な QoS機能

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ベーシック CEF の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：ベーシックシスコエクスプレスフォワーディングの設定に関する機能情報

機能の設定情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

この機能は、Cisco IOS Release
15.0(1)Sに統合されました。

Cisco IOSXERelease 2.1 15.0(1)SCEF/dCEF：シスコエクスプレ
スフォワーディング

用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

シスコエクスプレスフォワーディング：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプ
レスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つで
ある、集中型シスコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエク

スプレスフォワーディングにより、ルートプロセッサ（RP）がエクスプレスフォワーディング
を行うことができます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレス

フォワーディングのもう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディングスイッチ

ングのタイプの 1つであり、ラインカード（Versatile InterfaceProcessor（VIP）ラインカードなど）
に、転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコピーが保持されます。ラインカー
ドは、ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実行します。これにより、ルート

スイッチプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。シスコエクスプレスフォワーディングのコンポーネント。ルータは FIB
ルックアップテーブルを使用して、シスコエクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベー

スのスイッチング判断を行います。ルータには、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラー
イメージが保持されます。

IPC：プロセス間通信。ルータが分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードで動作し
ている場合に、Route Switch Processor（RSP）からラインカードへの、シスコエクスプレスフォ
ワーディングテーブルの配布を可能にするメカニズム。

ラベルディスポジション：ネットワークエッジでのマルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）ヘッダーの除去。MPLSラベルディスポジションでは、ヘッダーが除去されたMPLS
パケットとしてルータに到着したパケットは、IPパケットとして送信されます。

ラベルインポジション：パケットにラベルを付加するアクション。
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LER：ラベルエッジルータ。ラベルインポジションを実行するルータ。

LFIB：ラベル転送情報ベース。ラベル付きパケットを交換するためにスイッチング機能が使用す
るデータ構造。

LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。たとえば、Versatile Interface Processor（VIP）は、Cisco 7500シリーズルータのラインカー
ドです。

LSP：ラベルスイッチドパス。ホップのシーケンス（ルータ 0～ルータ n）。パケットは、ラベ
ルスイッチングメカニズムによって、R0から Rnに送られます。 LSPは、通常のルーティング
メカニズムに基づいて動的に選択することも、また手動で設定することもできます。

LSR：ラベルスイッチングルータ。パケット内のラベルカプセル化の値に基づいて、パケット
を転送するレイヤ 3ルータ。

MPLS：マルチプロトコルラベルスイッチング。通常のルーティングパスに沿ってパケットを
転送するための新しい業界標準（MPLSホップバイホップフォワーディングと呼ばれる場合もあ
る）。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。
残りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。 RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。 Cisco 7000シリーズルータのプロセッサモジュールであり、CPU、シ
ステムソフトウェア、およびルータで使用されるメモリコンポーネントの大部分が含まれます。

スーパーバイザリプロセッサと呼ばれることもあります。

RSP：ルートスイッチプロセッサ。Cisco 7500シリーズルータで使用されるプロセッサモジュー
ルであり、ルートプロセッサ（RP）とスイッチプロセッサ（SP）の機能を内蔵しています。

SP：スイッチプロセッサ。Cisco 7000シリーズのプロセッサモジュールであり、すべてのCxBus
アクティビティのアドミニストレータとして動作します。CiscoBusコントローラと呼ばれること
もあります。

VIP：Versatile Interface Processor。 Cisco 7000および Cisco 7500シリーズルータで使用されるイン
ターフェイスカード。 VIPは、マルチレイヤスイッチングを行い、Cisco IOSを実行します。

VPN：バーチャルプライベートネットワーク。トンネリングを使用し、公衆 TCP/IPネットワー
クを通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルータ構成。

VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/フォワーディングインスタ
ンス。 VRFは、IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティン
グテーブルを使用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定

する一連のルールおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、PE
ルータに付加されるカスタマーVPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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